
自殺対策と葉山町の現状

～葉山町自殺対策計画策定にあたって～

平成30年 葉山町 福祉課



自殺対策をめぐる主な動き
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28年度版自殺対策白書
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出典：「自殺実態白書
2013」 NPO法人ライフリ
ンク

自殺の危機経路
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自殺死亡率（人口10万

人対の割合）は14.0

で、

全国47都道府県中、

３番目に低い値

平成29年警察統計（発見日・発見地）より
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神奈川県衛生統計年報（平成２８年）から引用

年齢階級
第 １ 位 第 ２ 位 第 ３ 位 第 ７ 位

死因 死因 死因 死因

平成28年
全体の死因順位

悪性新生物
心疾患［高血圧性を

除く］
老 衰 自 殺

10-14歳 悪性新生物
先天奇形、変形及び染色体異常／

自 殺

15-19歳 自 殺 不慮の事故 悪性新生物

20-24歳 自 殺 不慮の事故 悪性新生物

25-29歳 自 殺 悪性新生物／ 不慮の事故

30-34歳 自 殺 悪性新生物
心疾患［高血圧性
を除く］

35-39歳 悪性新生物 自 殺 心疾患［高血圧性
を除く］
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人口動態統計による自殺者数（全国・神奈川県）の推移
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人口動態統計による自殺死亡率（全国・神奈川県）の推移

全国自殺死亡率 県自殺死亡率



神奈川県
男(人）

神奈川県
女(人）

葉山町男
(人）

葉山町女
(人）

H21 1356 537 3 4

H22 1336 561 5 3

H23 1284 598 6 4

H24 1194 482 1 2

H25 1121 487 5 2

H26 977 491 3 1

H27 962 476 4 2

H28 837 376 1 0

H29 895 391 0 1

葉山町 性別割合（平成24年
～29年）
男（人） 28 59.6%

女(人） 19 40.4%
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人口動態統計による自殺死亡率（神奈川県・葉山町）の推移

県自殺死亡率 町自殺死亡率

59.60%

40.40%

葉山町自殺者の性別割合

（平成24年～平成29年合計）

男 女

葉山町の現状



H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

男性
(人)

女性
(人)

男性
(人)

女性
(人)

男性
(人)

女性
(人)

男性
(人)

女性
(人)

男性
(人)

女性
(人)

男性
(人)

女性
(人)

男性
(人)

女性
(人)

男性
(人)

女性
(人)

男性
(人)

女性
(人)

19歳以下 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

20歳代 1 0 0 1 2 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

30歳代 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0

40歳代 1 1 2 0 2 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0

50歳代 1 1 2 2 1 0 0 0 2 2 0 0 2 1 0 0 0 0

60歳代 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0

70歳代 0 0 0 0 0 3 0 0 1 0 0 0 2 0 0 0 0 1

80歳以上 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

葉山町 年代別・性別 自殺者数

これだけでは、よくわからないので、
分解します。



19歳以下

(人)
20歳代(人) 30歳代(人) 40歳代(人) 50歳代(人) 60歳代(人) 70歳代(人)

80歳以上

(人)

H21 0 1 0 1 1 0 0 0

H22 0 0 0 2 2 1 0 0

H23 0 2 0 2 1 0 0 1

H24 0 0 0 1 0 0 0 0

H25 0 0 1 0 2 0 1 1

H26 0 1 0 0 0 2 0 0

H27 0 0 0 0 2 0 2 0

H28 0 0 0 1 0 0 0 0

H29 0 0 0 0 0 0 0 0

0

0.5

1

1.5

2

2.5

人口動態統計による葉山町の自殺者の推移（年齢別・男性）
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19歳以下

(人)
20歳代(人) 30歳代(人) 40歳代(人) 50歳代(人) 60歳代(人) 70歳代(人)

80歳以上

(人)

H21 0 0 0 1 1 1 0 1

H22 0 1 0 0 2 0 0 0

H23 0 0 0 1 0 0 3 0

H24 0 2 0 0 0 0 0 0

H25 0 0 0 0 2 0 0 0

H26 0 0 1 0 0 0 0 0

H27 0 0 0 0 1 1 0 0

H28 0 0 0 0 0 0 0 0

H29 0 0 0 0 0 0 1 0
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人口動態統計による葉山町の自殺者の推移（年齢別・女性）
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人口動態統計による葉山町の男性・年齢別自殺者（平成21年～平成29
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人口動態統計による葉山町の女性・年齢別自殺者

（平成21年～平成29年）



有職者の自殺の内訳（特別集計《自殺日・住居地、平成24年～28年）

（性・年齢・同居の有無の不詳を除く）

職業 自殺者数(人) 割合 全国割合

自営業・家族従業者 0 0.00% 21.40%

被雇用者・勤め人 6 100.00% 78.60%

合計 6 100.00% 100.00%

葉山町の有職者の内訳

被雇用者、勤め人に対する自殺対策が必要であることがわかります。



高齢者と自殺について

＜全国の状況＞

60歳代 男性・同居人あり

18%

70歳代 男性・同居人あり

15%

80歳以上 男性・同居人あり

10%

60歳代 男性・同居人なし

11%

70歳代 男性・同居人なし

6%

80歳以上 男性・同居人なし

3%

60歳代 女性・同居人あり

10%

70歳代 女性・同居人あり

9%

80歳以上 女性・同居人あり

8%

60歳代 女性・同居人なし

3%

70歳代 女性・同居人なし

4%

80歳以上 女性・同居人なし

3%

全国60歳以上の自殺者の同居人の有無

（特別集計、自殺日・住居地 平成24年～28年合計）



60歳代 男性・同居あり

16%

70歳代 男性・同居あり

33%

80歳以上 男性・同居あり

17%

60歳代 男性・同居なし

17%

70歳代 男性・同居なし

17%

葉山町60歳以上の自殺者の同居人の有無

（特別集計、自殺日・住居地 平成24年～28年合計）

葉山町 内訳
同居人の有無
（割合）

60歳代 男性・同居あり 14.3

70歳代 男性・同居あり 28.6

80歳以上 男性・同居あり 14.3

60歳代 男性・同居なし 14.3

70歳代 男性・同居なし 14.3

80歳以上 男性・同居なし 0

60歳代 女性・同居あり 14.3%

70歳代 女性・同居あり 0%

80歳以上 女性・同居あり 0%

60歳代 女性・同居なし 0%

70歳代 女性・同居なし 0%

80歳以上 女性・同居なし 0%

＜葉山町の状況＞
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自殺に傾いている人の特徴

気持ちの余

裕がなくな

る

視野が狭く

なる

考え方が極

端になる

自殺が唯一

の解決法だ

と思い込む

こころの病

本当の気持ち

多くの人は、「死にたい」ではなく、
困難な問題や苦痛から抜け出したい、
終わらせたいと考えている

自殺を決意しているわけではなく、
「生きること」と「自殺をする」の間
で常に気持ちは揺れ動いている

助
け
を
求
め
る
シ
グ
ナ
ル

キャッチ
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気づき

＜葉山町のこれまでの取組＞ ･･･の前に、なぜ普及啓発や個別支援を充実させる必要があるかについて



葉山町のこれまでの自殺対策の取組

○ 普及啓発事業

いきるを支える鎌倉・逗子・葉山実行委員会

平成21年、神奈川県（鎌倉保健福祉事務所）が中心となり、「こころの健
康、生きる」をテーマに鎌倉市、逗子市、葉山町と民間の機関（地域生活サ
ポートセンターとらいむ、鎌倉市社会福祉協議会、逗子市社会福祉協議会、
葉山町社会福祉協議会）、神奈川県（鎌倉保健福祉事務所）が連携し、「い
きるを支える鎌倉・逗子・葉山実行委員会」を立ち上げました。自殺予防の
講演会やキャンペーン活動に取り組み、命の大切さに理解を深め、自殺や精
神疾患に対する正しい知識を普及することにより、互いにささえあえるよう
な地域づくりを目指しています。



講演会（左は今年度の講演
会）のほかに、
3月には、駅前キャンペーン
を行い、３駅（大船駅、鎌倉
駅、逗子駅）の近辺で普及啓
発物品を配布します。
各市町の民生委員の方々にも
ご協力いただいています。



「ゲートキーパー」について

「ゲートキーパー」とは、自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対応（悩んでいる人
に気づき、声をかけ、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る）を図ることができる人の
ことで、言わば「命の門番」とも位置付けられる人のことです。

自殺対策では、悩んでいる人に寄り添い、関わりを通して「孤立・孤独」を防ぎ、支援す
ることが重要です。１人でも多くの方に、ゲートキーパーとしての意識を持っていただき、
専門性の有無にかかわらず、それぞれの立場でできることから進んで行動を起こしていくこ
とが自殺対策につながります。

「自殺総合対策大綱（平成19年６月８日閣議決定）」においては、９つの当面の重点施策
の一つとしてゲートキーパーの養成を掲げ、かかりつけの医師を始め、あらゆる分野の人材
にゲートキーパーとなっていただけるよう研修等を行うことが規定されています。

また、ゲートキーパーは、我が国のみならず海外でも、自殺対策の分野でも広く使用され
ている用語、概念であって、WHO（世界保健機関）を始め、多くの国々で使用され、その養
成プログラムが実施されています。

都道府県、地方公共団体においても、それぞれの地域の実情にあった形でゲートキーパー
の養成に積極的に取り組んでいただいており、自殺対策に係るボランティアのみならず、保
健医療福祉従事者、町内会担当者、民生委員、児童委員、理美容師などに対して多数の研修
会が実施されるなど、支援の輪は広がっています。

○ 地域の人材育成（ゲートキーパー研修経年実績）



○ 地域の人材育成（ゲートキーパー研修経年実績）

・役場職員

H26 24人

H28 19人

H29 28人

・民生委員協議会

H25 52人

H26 52人

H27 52人

（フォローアップ）

H28 52人

H29 52人

（フォローアップ）

・児童館・青少年会館指導員 7人
芝崎児童館指導員 4人

・下山口きずなの会 19人

・更生補助女性会 （人数不明）

・一色ぬくもりの会 16人

・社会福祉協議会小地域活動 40人

・商工会 青年部 15人

・商工会 婦人部 16人
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終わり

自殺は
個人の
問題・
責任

自殺で亡くなった人の多くが、最終的にはこころ
の病にかかっていながら適切なケアを受けていな

かった

様々な状況や社会問題の影響を受けていた
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自殺問題には社会的取り組みが
必要

自殺対策はこれらの問題を解決し、
・あなたの住んでいるまちをよりよいまちにすること
・すべての人が安心して暮らすことができるまちにすること

಼
૩

自
殺
に
い
た
る
プ
ロ
セ

スまとめ

自殺を考えている人を1
人でも多く救うことを

目指す


